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地質調査所研究本館の施設計画および建設状況

筑波計画室

はじめに

昭和46年12月に工業技術院が本院の一部を含む首都圏

に所在する9試験研究所のいわゆる筑波移転を決定

してから6年の歳月カミ経過しようとしている.

地質調査所においては移転決定後所内における移

転計画推進のための組織体制の整備を図り研究本館及

び実験棟等の施設計画を進めてきた.これらのいきさ

っについてはすでに地質ニュｰス239号に詳しく紹介

されている.

筑波研究学園都市の建設については当初昭和51年

度がその概成の目途とされていたがその後昭和54

年度に変更された.

工業技術院の移転計画は昭和54年度概成移転を目指

して進められているが昭和50年6月9目に筑波研究セ

ンタｰの起工式を挙行以降一部を除いて各試験研究所

の研究本館をはじめ中央共用本館エネルギｰ供給セ

ンタｰ共用受変電施設及び共同溝等の共同利用施設や

環境整備工事等の建設工事が順調に進められている(写

真1～2).

六号では現在工事進行中の研究本館の施設計画を中

心に建設状況を紹介することとする.

研究本館の施設計画のあらまし

地質調査所の研究本館については昭和47年以降同50

年まで計画設計基本設計さらに実施設計と数次にわ

たる検討が行淀われその後も施設内容の充実を図る

ための修正が恋されてきている.

研究本館及び実験棟等の全体配置は第1図にしめすと

おりである.標本館については展示機能の面から

共同利用施設ゾｰンに面した本館ゾｰンに位置せしめ

研究本館の機能の1部を代表するとともに工技院全体の

共同利用施設的性格を付与することとした1その他の

実験棟については研究本館との研究交流等の程度実

験研究の特殊性等に応じて逐次外方へ配置してある.

また上記各棟間の動線については第2図にしめすと

おり2階部分で渡り廊下で連絡する幹線通路を設定して

本館との一体感を高めるよう配慮してある.

本館の外形は第1～4図にしめすように}逆Z字型''

を採用している.これにより棟内における施設設備

の利用目的に合わせた合理的配置及び棟内空間の有効利

用を図りさらに敷地

内における全体景観を考

慮しその調和に充分意を

つくしている.

写真1

建設工事だけ泣わの工業技術院

筑波研究センタｰB地区の空中

写真.電総研･製科研･繊高

研･東工試の研究本館の躯体工

事は既に完了している

(52.2月上旬写)�



写糞2B地区中央部に並ぶ各所の研究本館群

製科研〃(SRC-6-1:10,672m2)

微工所〃(SRC-6-1:6,281加毘)

電総研研究本館(SRC-8-1:吐3,899皿2)計量研

織高研〃(SRC-6-1:10,760m2)東二〔試

中央共用本館(RC-3-1:7,350m2)

(SRC-6-1:12.7171皿2)
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棟内構成についての基本的考え方は中央低層部に管し利用目的や内部仕様の異なる多種目的室の混在による

理運営部門資料晴報部門及び共用機器実験室等を集中エネノレギｰサｰビス系統の繁雑化工事仕様複雑化過

的に配置し研究実験部門からの導線の短縮･均一化を剰装備の排除目的室の固定化等を可能な限り排除する

図ることとした.また中央高層部には研究室を配置ごととした､さらにZ字の屈曲部(棟の接合部)に

第2図地質調査所各棟の動線Eコ縫物をつなぐ動馴2F)一様動線従の動線(エレベｰタｰ)を

縦動線集中し棟構成の合理化とあ

わせて動線の短縮と単純化を

図っている.

本館の両翼棟には実験室を

配置することとしそれぞれ

の利用型態及び内部装備の程

度により各階層に区分しさ

らに物理系及び化学系のゾ

ｰンを設定した.各ゾｰン

内の目的室にはその性格に応

じて必要最少限の標準装備を

験糠I.研究本館{'渡リ廊下実験棟建物区分

装備することとし将来変化へ

＼

別棟ゾｰンとして把える計圃｣二の把え方

のブリキシビリテｰを考慮す
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は中央棟は各種機械室管理部門資料

情報部門共同利用実験室及び一般研究室

等が配置され北及ぴ南の両翼棟に特殊実

験室･標準実験室等が配置されている.

またこれらゾｰンを相互に連絡する従動

線も中央棟に設定され外部動線からの出

入の便利さを考慮の上出入口に近接した

位置に配置されている(第4図).なお

湯沸場手洗所更衣室等のコｰナｰも従

動線に隣接して設けられている(第5図).

研究本館の施設設備計画にあたっての主

な計画項目とその内容は第1表のとおりで

ある.

第1図地質調査所棟配置図�
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5F大型特殊実験室

4F電算機室

3F図書室

2F書庫

1F事務室
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第3図A研究本館内のゾｰ

K:研究室H:標準実験室
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平面的グルｰ一ビング

も

資料部門

事務室玄関ホｰル

実験室系

雨

共踊室系

ニング

S:研究作業室

立面的グルｰピング

実験室系

第3図B

共用室系

事務室系

髪

研究本館

内のゾｰニング
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務員室
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第1表

第5図1階Fコアの平面図

項目

内

容

敷地

施設配置

工業技術院B地区内(103ha)

住居地域地区指定なし

建ペイ峠…建築化区域は40%以下屋外施設区域は50劣以

下

容積率建築化区城は100劣以下屋外施設区域は20劣

以下

B地区全体(第6-7図)

国共同利用施設ゾｰン中心部

(内環状道路)i

画研究本館ゾｰン

南実験棟等ゾｰン

(外環状道路)↓

･緑化ゾｰン周縁部

地質調査所

㊥内環状遺路側を正面とする

㊥研究本館正面側の壁面線標本館正面及ぴ微工所研究本

館正面側の壁面線を同一直線上に配置する

㊥研究本館の北東側に標本館を除く実験棟を配置する

1;皆
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荷解場
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缶塾塑室

壁ユ峯

玄関

ホｰル

Cコア

風除宅

空調機室

一手動ドア

正面玄関

風蔭東

軍ノエレペｰタｰ9大衆2燕

階段

俳風機室

第4図研究本館内の
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第6図筑波研究センタｰB地区施設等配置概念図

BC:微工所地識DK:電総研計簸研

SST:製品研繊商研東工試

A地区
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I共同利用施設ゾｰン

II研究本館ソ“一ン

瓜実験棟ゾｰン

w緑地ゾｰン

s醐物理系研究所ゾｰン

磁化学系概究所ゾｰン

騒霧中間系研'究所ゾｰン

B地[メ1
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地C地区

く鰺一一ポ機械附､

ト

燃徽二独

第7図筑波研究センタｰ施設醜置図

田実験棟ゾｰンについては適正面己蟹を行榊･将来の増築ス

ペｰスを確保する

外部動線1遠路

国内環状道路歩行者貞転車V工P自動車導

6外環状道路通勤及ぴサｰビス自動車自転車簿

駐車場蘂玄関側(王32台)荷お正面玄関前に5～ユO台

分(外来用)

消防通路審の設定

共同溝外環状道路側より本館及ぴ実験棟に分岐取入れ

構造･規模1鹸軟鉄筋造地上8階地下1階

!延床面積25,454m男

建築面積3,5941n星

1各階繭積R1F-1,911.51㎜尾1F-2,921.96m2

2F-2,974.83m聖3F-3,243.43㎜2�
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棟内構成
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6･7F-2･667.85m28F-2,683.99m2

屋上部公一163.10皿2

空間構成機能別にゾｰニングする中央部分に管理運

営･資料情報部門を周縁に実験研究部門を配置

(研究成果の展示･普及部門→標本館特務実

験→実験棟)

横動線廊下は中廊下方式幅員2,170m加天井高

2,320㎜皿2階廊下で標本館及び他の実験棟

と渡リ廊下で連絡される

従動線エレベｰタｰは欄内2ケ所の二!ア(C及びF)

目的室

出入口

に集中して配置(第4図)

階段はC及びFコアｰのエレベｰタｰ裏側に各

1ケ所とする

4ケ所.正面玄関ホｰルは2階天井面までの

吹抜け(天井高7.2n1間口12.8m奥行14.4

m面積184m2)

モデュｰル間口6.4mx奥行7.2血を1単位とする天井

高2.72血

空調システム廊下側天井より横吹き窓側にファンコイ

ルユニットを設置

室温は夏季28℃±2℃冬季25℃±2℃を標準
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第8図研究室付加設備配置図
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第10図恒温恒湿室のレィァゥト
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�とする

�上水等供給は廊下側から排出は窓側へ

�互換性1部特殊性能室を除き便用目的の変更に対応で

�きるよう考慮する

�実験室標準的実験室については物理系及び化学系にグ

�ルｰピングしてその合理的配置を図る

�照度500ルックを標準とする

防災安全�法規制以外に自主規制レベルを設定して対処する

�内装の不燃化(壁･床･天丼の仕上等)

�危険物倉庫の設置

�監視システムの充実(中央監視盤室の設置)

�非常用警報機の設置(各階廊下地階)

�避難通路(バルコニｰ)の設置

�特擦室へのノ･ロンガス消火設備の設置

�その他

その他�身障者への配慮

�正面玄関入日のスロｰプ自動扉

�エレベｰタｰ利用便所の設置

研究本館の一般的設備のあらまし

研究本館内における設備のあらましは

すとおりである.

第2表設備概要

第2表にしめ

設備名

設備内蓉

機械設備

㊥一般空調設備

冷温熟源供給設備

空気調和機設備

換気設備

排煙設備

白動制御設備

国特殊空調設備

画衛生設備

給水設備

給湯設備

排水設備

ガス設備

画消火設備

スプリンクラｰ設備

屋内消火桧

連結送水管

地下散水設備

不燃性ガス消火設備

0昇降機設備

冷水循環ポンプ30kW6台

温水〃22たW2台

商混水→温水熱交換器2基

高温水→蒸気発生器2基

分散空調機(各階空調方式)十ファン

目イルユニットの併用

空調機10台

便所湯沸室地下機械室等は単独換

気設備

地下1階のみ機械排煙他は自然排煙

方式

空調機は一定温度吹出制御フアンコイ

ルユニットによる室温制御

恒温恒湿室無塵室等

屋上水槽上水6m32基

雑用水ホ4m82基

貯湯槽1.90012基

1階以上は白然流下方式

地階はポンプアップ

排水ポンプ9台

都市ガス低圧供給方式

8階地下1階

各階5個地下1階3個

3階以上各階2綱

電気関係諾室機械室を除く地下室

(スブリンクラｰで代用)

発電機窒変電室高圧盤室実験室

人荷共用2,OOOkg1台

人用(9人用)3台

電気設備

回受変電設備

受変電室

電圧

変圧器

㊥自家発電設備

国電誘設備

･通信設備

拡声設備

6自動火災報如設備

本鵡地階1ケ所

特高受電所から本線2回線予備線1

回線を引込み

引込み6.6たV変圧器2次側単相

105V/210V3相210V

蓉量合計4,050kVA

発電機蓉量500kVA

事務系室1スバンに4ケ所のアウトレ

ット研究室等は1ケ所

申央監視盤室

1法規制による必要臓傭

*雑用永研究用冷却水については排水の再利用が計画さ湘吹いる.

研究室実験室の標準仕様

研鬼室研究室の標準仕様は第8図にしめすとおりで

そのモジュｰノレは閻口6,400㎜㎜奥行7,200mm(内側

有効規模)天井高2,720mmである.棟内に配置さ

れている位置により物理系化学系及び純粋研究室の

3グノレｰプに区分され内装工事等に若干の差異がある.

室内では壁面の利用を徹底して行ない廊下側では配管

･配線スペｰス以外の部分を壁面組込みの収納スペｰス

としさらに隣室閻壁面の天井側にはピジョンボック

スを設置することとしている.

第3表グルｰプ別標準内装等一覧表

区分���工事内容�

�'■皿一■1��天井1壁1床1その他�

■`'�■■1■■■一■���

純粋研究室�ロヅクウｰ�モノレタル�ビニｰル床�流し(1200m㎜片

�ル吸音板�ケイカル板�シｰト継目�面シンクのみ)

���溶接�電気ほ壁面コンセ

����ント

一■■■■■■����

物理系ゾｰ�ロツクウｰ1�モルタル�ビニｰル床�流し(1200㎜m片

ン中の研究�ル吸音板1�ケイカノレ板��

�■��シｰト継冒�面シンク)

室�■��溶接,�壁繭コンセント

����1ただし給水･総湯

����^』L1一#}司t11

化学系ゾｰ

ン中の研究

室

:美〆ま㌻烈ξ=十鷹

1ツクウｰノレ'

吸音板

■樹脂塗り

のサｰビスストリ

ップを設置

物理系ソ㌧ン中の

ものに同じ

実験室実験室としては物理系標準実験室化学系標

準実験室及び特殊実験室が計画されている.前2者につ

いてはそれぞれいくつかに標準仕様が用意されている.

これらのうち主要なものの例を第9～11図にしめす

実験室の基本モジュｰノレは研究室の場合と同様である.

また壁面利用の収納スペｰスピジョンボヅクも標準

的に設置されている.実験室内はAB及ぴCゾｰン�
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策4表

糞験室等の驚気設備

設備項目�設備名���設備概要���

電灯�標準の��項目�仕様�実験室�研究室�事務室

コンセント�固定設備��･般照明�下面闘放型�6台�6台�6台

設備����(40W2灯用×2連結)���

��照�照度��5004x�500/x�5004x

���スイッチ�3一曲滅�1ケ所�1ケ所�1ケ所

��明�保安照明�2灯用�2〃�2〃�2〃

���非常照明�一･般照明に組込�2〃�2〃�2〃

��コ�一…般用�単相･100V�3ケ所�8ケ所�6ケ所

��ン�����

��セ�����/1スパン

��ン�����

��ト�FCU用�単相100V�1〃�1〃�1

実験電力�分電盤��標準�単相3線100V/200V�1面�'�山

��分�分電盤����

���(アｰス�遮断器容量50A���

��電��3相3線200V�1面�巾�'

��盤�端予付)����

����遊戯器容量30A���

����(注)⑧事務室及び純粋研究室のコンセント配線はフロアｰ���

����ダクト配線とする���

����㊥FCU一架調用ファンコイル･ユニット���

����㊥分電盤はT.H.Sに標準分電盤を配置する���

����標準容量をオｰバｰする室については別途特殊分電���

����盤を設ける���

合せを得ることができる.なお実

験室等の標準的電気設備は第4率及

び第13図のとおりである.

研究室実験室等の配衝

研究本館内における研究室実験

室等の配置の2･3あ例を第!4-16

図にしめす.

1階の中央棟には現総務部関係

の管理部門を配置し外来動線との近

接化を図るとともに直接研究業務

に関係のたい外来動線を中央棟低層

部で研究環境からカットすることを

意図している.1階両翼棟には

実験等の内容から特殊の室機能を必

要とするもの一大型重量物による床

荷重耐震性等一を配置している.

これにより付加工事等の合理的施工

防災･安全対策等が図られている､

に3匿分されエネルギｰの供給及び排出はすべて

バンネ及びサｰビスストリップ方式で行なわれる･

サｰビスストリップは今回工技院の各試験研究所

で大規模全面的に採用された方式で第12図にしめす

とおりの仕様である(研究室の給水用は1･200m･㎜長)

これらを適当に選択することにより必要とする機能的組

昧

中央棟の2-3階は資料部門一4

階にコンピュｰタｰ室5階に大型

の実験機器を要する共同利用実験室

があり標準モジュｰルの2倍の奥行を有する室が用意

されている.

6-8階は研究室実験室作業室等が標準的に配

置されドラフト室等は安全劾策と新気ガスの処理を考

慮の上両翼棟に集中的に配置されている.
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第12図

サｰビスストリップの1土糠

実験室のサｰビスストリップは

1ユニットの長さが1,500血皿

に標準化され流しの部分と実

験台都分の2種類カミある.物

理系と化学系の違いは流し部分

の純水栓の有無である.研究

室用には総水孔のみの長さ

1,200mmのユニットが用意さ

れている.�
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実験室等の付加工事付加設備

研究本館の建設工事にあたっては研究

業務遂行上の必要に応じて各種の特殊な工

事が計画されている.

の幕埋㌫二二足貫蝋騰醒

を保証する恒温恒温工事や同様の目的のだ舳号}プ

めのクリ､ンノレｰムシ､ノレド工事等があ慶1

世`1手｣}セントホ"プ

る.また地質調査所の研究業務に伴う

特徴の1つである試料の保管については

収納スペｰスを最大限に有効利用するとと

もに収納ギャバシテｰを増加させるため電

動式スタックランナｰが大幅に導入される

計画であるこの他試料保管等によって

生ずる床の荷重強度の補強工事実験によ

って生ずる有害ガス等の処理のためのスク

ラバｰ設置防水あるいは薬品に耐性のある床工事等カミ

計画されている.

筑波での研究本館の建設工事にあたってはエネルギ

ｰの供給方式防災安全対策公害処理対策等の面で種

々新しい方式が導入されている.このため実験等に必

要租基礎的設備についても目的に合わせた機能保持の

ため新に設計製作を行なうこととしておりとくに

付加設備工事と呼称している.この種設備としては

各種実験台作業合流しドラフトチャンバｰ収納

棚等サｰビスストリップその悼がある.これらは

いずれもその規格讐が標準化されており自由に選択
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第13図標準実験室内実験用の電気設備図(化学系)

Eはアｰス端子①は配線系統を示す

てき室の使用目的に合わせでいくつかのレイアウトが

可能である.物理系及び化学系実験室における標準的

枚レイアウトは第9-11図にしめしたとおりである.

防災･安全計画

筑波研究センタｰ全体の防災･安全計画については

防災センタｰを設置し各所の研究本館にサブセンタｰ

を置くシステムが検討されている.地質調査所内での

防災安全システムについては第17図に概念的にしめして

ある.また所内各所に設置される設備等については

第5表にしめすとおりである.

実験讐に伴う災害防止公害処理対策

{_義としては高圧ガスの集中配管によるガス

州昂轟ボンベ等の室内持込み解消薬品使用に

可:ア篶コ∬汀γ㈱鯛溜脈

第1収研究本館1階室配剤司

ト1振準実験蒙

不特殊実験室

辛4冊→/

竈づ

む㌻詞

鹿『

曲鰍日

第14図研究本館1階室

H:標準実験室丁:特殊実験室

配置図

J:事務系室

研究本館の建設状況

工業技術院の筑波研究センタｰの建設

工事は昭和50年6月9目に起行式を行な

いその後地質調査所計量研究所

微生物工業技術研究所及び電子技術総合

研究所の1部を除く各試験研究所の研究

本館共同溝等の環境整備工事等が進め

られ建設現場は昔日の面影を一変した

(写真1).

地質調査所の研究本館については49

年度に基本設計を実施してその基本構�



想を50年度の実施設計で細部の詰めを行ない建設着工

に備えた.しかし建設予定地内に立退き未了農家が

存在していたため工事着工が遅れ本館周辺の環境整備

工事が先行して行租われた.

昭和51年6月末で農家の立退きが完了し同年7月か

ら整地試験杭打ち工事が始められた(写真2).

建設工事着工に先立っ標準貫入試験によって筑波研究

センタｰB地区では地表下10rn前後に第1支持層(N

値20-30)20-25mに第2支持層(N値30-50)の分

布が確認されていた.試験杭打ちにより研究本館の

重量等を考慮の上地下に打ち込まれる杭の長さは19m

と決定され8月に入って本杭打ち工事が開始された.

この工事で使用された杭は外径500mmで長さ10m及

び9mのもの2本を溶接し総計763本もの杭が打ち込ま

れた.杭1本の支持力は90tである(写真3-4).

52年3月末までには建物外壁線沿いのシｰトパイノレ

打ち工事中央棟地階部分の掘削工事同床面コンクリ

ｰト打ち工事鉄骨組立工事等が順次行なわれた.鉄

､㌣工派

生

�

�

�

≡1'

手

.『

第15図

研究本館5階室配置図

K:研究室(居室)H:標準実験室

丁:特様実験室

531～535の特殊実験室は使用頻度の高い機器

測定実験室を集約して全所の大型共同利用実

験室として配置した

塞.

旺事

騨』平箏縛･

ELΨホｰ｣レ1

天一丁罫莚

第16図

研究本館6階室配置図

6階から8階まではほぼ同様の配置である

H:標準実験室K:研究室(居室)

S:研究作業室電動スタックランナｰを設

置して進行中の実験研究に使用頻度の高い

岩石鉱石化石等の試料を収納する予定で

ある�
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I務災ゼ力一I

(防災を全榊瀞婁員会イ捨討中)

距鵬㈱婁^鳳脈拍

第5表

○塑睦層歯⑧ニナ倒…塵蛯

⑬肪x匝易(向来拙匿･帖北冒･帥健｡)

8漱淫幽{蜥雌奮劣･皿概｡)

⑧弗筥朗熊朗一自協曲竃榊､

㊥患脆朗塾灯

麿塑擁｡玖壊幻

⑧俳但ナ{雀甑偽

⑧陥共直亀

⑧榊*櫓嵐ホ蔓

⑧…均{畠⑤防x芦

⑤ス1川ツ『弓'㊥帖火弓可}'『'

⑧^目}'二i'ユ⑧佛xr'シ'件

狛世瑚僚

函

⑧説嚇㌔

防災等設備一覧表

斑ミ=1

⑧弗鰍進^o

⑧尾旧教派程

鰍肺臓顯瓶他第17図

的離水｡⑧舳磁防災安全対策システム

〔碗明)概念図

生画

法規制�阜正規制��'�

��1没備寮項�考え方･物�異体的場所その他

○�○�内装の不燃化�全館不燃化の徹底�壁床天井の仕ヒ下地など

○�○�可燃物規制�定量化と規制の探カ�危険物倉庫(別棟)

○��避雷設備�屋上避雷針�10m4本12m1本計5本

�○�中央監楓盤嶺�中央監視の方向�地下1階

○��煙式感知器�自動感一知中央監視室へ〃�

○��熱式感知維��直通避難階段各1ヶ所廊下部8ヶ所(基準階)各居室実験室倉庫湯沸窒など

�○�非常用幣撮播�手動一概監税宅へ(㌶㌶諸鑑)�各階廊下部5什所地一ド3ヶ所書十43ヶ所

○��j糠雛1椥…安…�2カ'向避難以ヒを考える�内階段3ヶ所外1三制…セ1ヶ所バルコニｰタラップ8ヶ所

○��(蹄微蝸削�1-2m以ヒの1幅員�内階段2ヶ所工,475mm,1ヶ所1,305mm外暗殺1,OOO皿m

○��(歩行距離､�1方向の近い階段まで60m以内�

○��(重複距離.､�歩行距離×%以下�

○�○�避難通路�廊下以外反対側にとる�バルコニｰの他標準実験室は隣接ドアｰ

○��非常用照明�床面/ユルックス�全館(バッテリｰ電源10分十自家発電20分)

O��通路誘導灯�無窓階(消防法)25mごと�全館合計43ヶ所

○��避難〕,1秀導灯�各階の内階般ごと�全館合計36ヶ所

○��非常放送.設備�どこにいても聞こえること�全館

○��排煙､没傭(自然式)�各室床面横の品の開口部無窓*は不燃性材料�育窓居室廊下(25m以内)

○��･(機械式〕�天沐グリルより排煙機までダクト引�地下雀

○��(防煙.区画)�500m呈以内.8階のみ200m呈以内�防火扉間仕切等

○��白象発電�非常照明に連動�地下1β皆

○�○�バルコニｰ一チすリ�落下防止のため高さ1,160㎜�一手すりには梯一r車用の救急又リット

○��消火器�廊下部25mごとに1ヶ所�全自富士色ド3ヶ戸丘上出｣ヒ｢皆5ヶ･戸片言ト43ヶ戸斤

○�○�ハロンガス消火�無窓の室�2-3階書庫地階電気室

○��連結散水､設備�スプリンクラｰ栓�8階の金室と廊下地階廊一ド部

≡○��防火扉I�鉄製甲種防火扉煙感付�防火区画排煙区画の廊下部分

○��(防火区画)水平�各種･･…㎡以内裏鍵鵠撒内�全館合計52区画

○��(･)砺直�〃〃�階段ペントハウス階エレベｰタシャフト部計29区画

○��連結放水設備送水口�地下1階散水設備と連結�1階地下室への階段わき

○��消防隊専用栓送水[1�消防隊専用栓と連結�〃

○��屋内消火栓�全館所員用25mごと1ヶ所�地下階3什所地上階名5+所討43ヶ所

○��消防隊噂用栓�･消防隊用�3階以上都皆2ヶ所計12ヶ所

○��非常用遮入口�3階以､ト�･舷窓が代用･舷窓がない索は特設�
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骨工事は他所研究本館と異なり地階部分から組立ら

れているのカミ特徴である.1階部分から以高の工事は

4工区に分割され1回の工事で2階層分の鉄骨組立カミ

狂され3月末までに6階部分までの組立工事を終了し

た(写真5-6).4月以降は工区が2区分され1階層

毎に鉄筋工事外壁の打ち込みタイノレ工事が進められ

(写真7-10)9月中に6階(7階床面)までの躯体工

事が終了しその後7階8階の鉄筋コンクリｰト造部分

の工事に入り52年12月中旬までに躯体工事が終了の予

定である.なお環境整備工事で実施されていたエネノレ

ギｰ供給センタｰ共同溝等の工事はほとんど終了し

ている(写真13-15).

筑波研究学園都市に建設中の研究･教育等の機関

筑波で現在建設中の機関は第6表にしめすとおり43機

関である.これらは東京の東北方約60km筑波山

(876m)の南側松林にかこまれた平坦な台地上茨城

県南部の筑波町大穂町豊里町谷田部町桜村及び

茎崎村の6ケ町村にまたがる地域に建設されている.

研究学園地区の面積は全体で約2,700ha南北約18k㎜

東西6kmでほぼ東京の山手線の範囲と同規模である.

研究学園都市の人口は既存人口を合わせて約20万人と想

定されている.

既に昭和46年度末に移転を完了した機関もあり昭

和54年度には全機関が移転する予定である.

わが国で最初の試みであるこの研究学園都市の建設

縫議鰻

写真3

地質調査所研究本館建設予定地.建設工事者二〔前の筑波の農

村風景を一部残している.写真中奥部分の屋敷判内に立通き

未了農家が1戸あったため研究本館･り睦設L事着｣二は他研

究所に比較して約1年遅延した､(昭和51牢211)

写真4

移転完了した農家跡地で研究本館建設予定地の整地工事写真

中央部分のトラック停車位置のやや上方方櫨家跡地(昭和51年

7月中旬)

写真5

昭和51年7月下旬から整地工事に引き続いて研究本館建設二〔

事が始められた.逆Z型にPC杭が打込まれている範囲が本

館建築面積(3,594㎜2)の概略を示す.この範囲内に長さ19皿

径500m㎜の杭か763本打ちこまれた.後方の松林はほとん

どこのまま保存される.ジｰゼル･ハンマｰ4基で杭打ち作

業が行抵われた(51.8.11写)

写真6

1976,11.25現在研究本館中央棟地階部分の掘削工事等が行泣

われ電極板の埋設工事が完了Lた.写真左手の資材置場･

駐車場は標本館建設予定地である.手前のシｰトパイルを打

ち込んだ溝の部分は共同利用施設ゾｰンヘの共同溝�
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写糞7研究本館の鉄骨級建工事.鍍骨は2階一3階と僧びて行きつ

つある.研究本館全体で鉄骨が約1,250t鉄筋約3,OOOt

コンクリｰト約20,O00㎜3が便用される(52.1.20写)

写真8研究本館の鉄骨組立工事が完了し1階の躯体コンクリｰト流

し込み作業を行なうための型枠･外壁タイル張りの作業カ童進め

られているコンクリｰト流し込み工事は1階分の床面に

対して2回に分けて工事が行荏われている(52.4.22写)

写真11筑波研究センタｰB地区に建設される地質調査所の全景(模型)研究本館を中心と'

して左側に標本館右側に各種実験棟が配置され標本館一研究本館一海洋実験棟･

深部地質実験棟･実験地学研究センタｰは2階部分の渡り廊下を径て直線的は動線で

結ばれている.標本館の左方は微生物工業技術研究所の研究本館(右端の建物はB

地区のエネルギｰ供給センタｰ)

写真9

地質調査所研究本館の外壁打ち込みタイル工事最下方のコンクリｰト面のみの部分

までは後で盛土される(昭和52年7月13目早)

写真10鉄骨の組立が終っている6階部分までの最終段階の騒体工事にとりかかっている研究本館.

打ち工寮ポ行在われた(昭和52年9月1同写)

6階床面までのコンクリｰト�
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写真12研究本館左側に建設される標本館の模型(手前に2階か

ら細長く突出している部分は本館と結ぶ渡り廊下標

本館の玄関は左方)

写真13躯体工事がほぼ終了したB地区のエネルギｰ供給

センタｰ.B･C地区の空調用熱源(高温水･

冷水)及び上水等はすべてここから共同溝を通

して各所に供給される.屋内にはわが国最大

級の空調用機器等が設置されている.煙突(高

さ50m)の右手後方の建物は工技院の機械技術研

究所の研究本館.左手の白亀の建物は科学技術

庁無機材質研究所

第6表研究,教育機関等別建設計画

機関名�主管1一肺�胸傲�移転時期�概武時期�備考

工.文教系15機牒1��h田�零度�年度�

筑波大学�文部省�245�一�50�4畠隼10月開学49年度か

�����ら学生一･部受入れ開始

閑痔館舖期大学�文部省�15�54�53�

衡エネルギｰ物理学研究所�I一�205�一�壬9�46年4土1洲置業傍開封i

国立教斎会館分館�"�5�49�49�49年W蝦!館業務開始

麺立科学博物館筑波実験�''�18�1�5]�5工年暮月11王置薬務開始

禎物園�����

災嫁■泄系{5機関)�����

鰭立防災科学技術センタｰ�科学技術庁�28�5王�54�柳1ポ1から飾裟務開

�����始,52年3月移転

費本電信鱗舌公社筑波電気�郵政省�22�50�53�47年7月から一一･部業務開

渕言建設技術開発センタｰ�����蛉

1嚢七地理1院�麹11生省�19�53�53�

二1二木研究所�''�134�53�53�48準4月から一部業務開

�����台

建築研究所�''�2i�53�53�4脚4月から一部業務開

�����姉

3.理工系(ユ7機関〕�����

金属材料技擶研究所筑波努�科学技術庁�15�53�54�50年1閉から一部業務開

室�����始

無機材質獅究所�咄�15�狛�54�皇6年度から一部業務開始

�����47年3月移転

手菌開発事業団筑波宇宙セ�珊�54�'�50�47年6月設遣業務開始

ンタｰ�����

国立公害研究所�環境庁�30�'�'�49年3月設霞業務開始

工業技術院本廃の一郡�通商産業省��54�54�

計量研究所�"��54�54�

機械技術研究所�〃����

��※1�54�54�

〕藁衰工鵜試験所�"�ユ46�54�54�

級1峨､1二業技術研究所�〃��54�54�

繊講圭細チ干材料研究所�〃��54�54�

地質圭葦暮変所�"��54�54�

電子技術総合研究所�"��54�54�

1饗結科学研究所�"��54�54�

公審資源研究所�"��5里�54�

気象研究所�運輸省�卜�54�54�

葛層気象台�刑��49�49�50年3月移転業務開始

戴象測器工場�''��49�49�〃

4一生物系(15機関〕�����

国立予防衛生研究所支所医�厚姥省�工O�53�53�

用霊長類センタｰ{仮称〕�����

国立衛生試験所薬用欄物研�"�5�54�54�

究施設(仮称〕�����

農業技術研究所�農林竹�55�54�54�

農事試験場の一都�〃�4里�54�54�

畜産着式験場�''�101�54�54�

果樹試験場��邊望���

�〃�47�52�52�50準10月から一一部業務開

�����始

斑業土木試験場�''�46�52�52�51年4月から･剖蝶務開

�����始

蚕糸試験場�"�45�54�54�

家畜衛生試験場�''�49�53�53�

食品総合研究所�''�6�53�53�51年10月から一･部業務開

�����始

植物ウイルス研究所�〃�6�51�51�51年12月から一部業務開

�����始52年3月移転

熱幕船業妖蜜センタｰ�〃�7�49�49�50年3月移転､業務開始

稀繁鼠験場��蝿3���

�''�38�52�52�51拝聾角から･一部業務開

�����始

･農林水産技術会識事務局の�"�30�53�53�50年12月から一･部業務開

山鶏�����始

幾林省農蚕園芸局の…部�''�1�52�52�

δ一綱柳百施設(1機関)��6���

研究交流センタｰ�科学技術庁�1.�■�52�

43機関��｡489���

注〕(科挙技術庁:筑波研究学園都市要覧52昭和52年による)

※1このほか研究学閥地区外に約65止且の用地を取得する予定

※2''16止a''

類3〃15h畠''

写真14メイン共同溝の内部

メイン共同溝は最大断面6.5x6加(地質調査所付近

でほ5.5×5㎜)藩内に配管･配線されるものの種類

は下記のとおりである

配管:上氷雑用水消火栓高温水冷水特殊ガ

ス(ヘリウム･窒素)

配線二電力(特高･高圧･低圧･街灯)制御電誘

･･ｰホン･�
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決

第7表筑波研究学園都市関係予算の推移

省庁名(所管名〕�46年まで�47年�48年�49年�50年�51牢�52年�

国土庁�91,720�155,517�8,203�7,667�38,273�28,851�30,837�361,068

科学技術庁�4,090,714�2,235,496�2,699,?30�4,771,256�2,037,359�3,052,116�3,209.164�22,095,835

環境庁��77,533�エ,731,445�2,855,097�3,4星5,870�4,136,565�4,734.550�16,981,060

国立公害研究所��������

文部省�2,468,0I1�4,80i,263�9,390,519�22,669,695�36,205,052�25,171,396�21,026,145�121,732,081

筑波大学,図書知期大学��������

高エネルギｰ物理学研究所等��������

厚生省�2,503�2,O15�4,225�44,452�256,016�940,733�ユ,358,097�2,608,041

国立予防衛生研究所��������

国立衛生試験所等��������

農林省�463,080�772,513�7,033,エ06�16,051,931�26,441,079�26,827,057�29,421,244�107,010,O10

農林研究団地嬢設費��������

通商産業省�46,552�22,472�2,487,232�3,978,123�19,921,477�23,857,599�24,959,940�75,273,395

通産研究団地建設費���2,417,939�3,896,849�19,537,417�23,763,320�24,861,322�74,476,847

通産研究団地建設準備費�46,552�22,472�69,293�81,27名�93,673�94,279�98,618�506,161

大型工業技術研究施設�����290,387���290,387

運輸省���1,644,123�539,918�597,663�1,202,659�1,892,551�5,876,914

気象庁機関建設費��������

郵政省��������

日本電信電話公社筑波電気��������

通信建設技術開発センタｰ�212,O00�311,OOO�1,056,950�823,OOO�895,OOO�2,251,000�2,000,000�7,548,950

建設省�124,225�485,517�6,351,657�8,333,376�10,623,513�12,174,763�16,763,924�54,856,975

艦設省機関建設費��������

喬十(研究教育機関の建設等)�7,498,805�8,863,326�32,407,400�60,074,515�100,461,302�99,642,739�105,396,452�414,344,329

公務員宿舎�325,770�1,140,945�2,093.587�6,695,613�8,056,941�9,464,082�10,382,529�38,159,467

日本住宅公団�21,461,000�5,126,㏄O�25,533,000�22,440,O00�32,268,000�33,883,OOO�27,211,OOO�167,922,O00

関連公共公益施､1量�3,772,990�2,615,312�8,163,OOO�9,l15,O00�16,594,000�4,126,OOO�未定�(仙,386,O00〕

筑波研究学園都市対策特別交付金������500,OOO�500,000�1,OOO,OOO

合計�33,058,565�17,7名5,583�68,196,777�98,325,128�157,380,243�147,6I5.821�(143,489,981〕�(665,811.7961

(科学技術庁:筑波研究学園都市要欄52昭和52年による)

※表中の1部を省略した

!単位千円)

に当っては研究･教育施設の建設関連公共公益施設

の建設等昭和52年度までで約6,700億円の資金が投入

されている(第7表).

おわりに

地質調査所研究本館の建設計画に当っては昭和47年

に始まった計画策定当初から工業技術院計画課の課長以

下関係担当の方々の適切祖御指導を戴いて今日に至って

いる.また計画実現に当っては建設省筑波研究学

園都市営繕建設本部の担当者各位に種々御援助を戦いた.

従来の御苦労に対し厚く感謝の意を表する次第である･

設計は終始目本設計事務所が担当された.また建

設は清水建設他4社の建築共同企業体及び返電工｡大気

杜他の設備共同企業体が担当し現に建設工事を続行中

である.

今後は研究本館での実験･研究機能を補完する各種

実験棟の建設計画実現のための努力が残されている.

上記関係各位の一層の御協力をお願いするととも大方

の御理解と御支援をお願いしたい.

もうせんごけ

(谷田部中別府)

みみかきぐさ

(筑波山男女の川付近)�


